
国立国会図書館 調査及び立法考査局 
Research and Legislative Reference Bureau 

National Diet Library 
 

論題 
Title 問題提起 

他言語論題 
Title in other language 

Introduction: Issues Arising in the Process of Introduction into 
Society and Expansion of the Fields of Application of Genome 
Editing Technologies 

著者 / 所属 
Author(s) 

立川 雅司（TACHIKAWA Masashi）／名古屋大学大学院環

境学研究科教授・国立国会図書館客員調査員 

書名 
Title of Book 

ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望― 科

学技術に関する調査プロジェクト報告書（Genome Editing 
Technologies: Issues arising on the frontline and future prospects） 

シリーズ 
Series 調査資料 2021-4（Research Materials 2021-4） 

編集 
Editor 国立国会図書館 調査及び立法考査局 

発行 
Publisher 

国立国会図書館 

刊行日 
Issue Date 2022-02-22 

ページ 
Pages ― 

ISBN 978-4-87582-887-7 

本文の言語 
Language 日本語（Japanese） 

摘要 
Abstract 

― 

* この記事は、調査及び立法考査局内において、国政審議に係る有用性、記述の中立性、客

観性及び正確性、論旨の明晰（めいせき）性等の観点からの審査を経たものです。 
* 本文中の意見にわたる部分は、筆者の個人的見解です。 
 



ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望―（科学技術に関する調査プロジェクト2021）　13

スライド 1

スライド 2

2021 2021 9 24

1985

GMO

問題提起　プレゼンテーション資料



14　国立国会図書館 調査及び立法考査局

スライド 3

スライド 4

vs

ELSI HS/TA RS Agile Regulation



ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望―（科学技術に関する調査プロジェクト2021）　15

スライド 5

スライド 6

2030 

/

/



16 国立国会図書館調査及び立法考査局

スライド 7

スライド 8



ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望―（科学技術に関する調査プロジェクト2021）　17

スライド 9

スライド 10

Anthropocene

Risk Ambiguity

Uncertainty Ignorance

Stirling (2007)



18　国立国会図書館 調査及び立法考査局

スライド 11

スライド 12

WEF, 2018

2020

2018

2019

One-Stop Service

gene drive



ゲノム編集技術―最前線で生じつつある課題と展望―（科学技術に関する調査プロジェクト2021）　19

スライド 13

issue/task
/

etc.

/
etc.



問題提起
ゲノム編集技術

―最前線で生じつつある課題と展望―

名古屋大学大学院環境学研究科　教授　
国立国会図書館客員調査員　立川　雅司

ただ今御紹介いただきました名古屋大学の立川と申します。令和 3（2021）年度、当館の客
員調査員を務め、昨令和 2（2020）年度からゲノム編集技術というテーマで調査研究を進めて
きました。
現在、特にゲノム編集技術がかなり社会実装に近づきつつあります。「GABAトマト」は令
和 2（2020）年 12月に届出が済み、ちょうど 1週間前の令和 3（2021）9月 17日、マダイに
ついても届出がなされました。私は、これまで主に遺伝子組換え作物やゲノム編集に関して、
特に海外の規制動向などに関わってきましたので（スライド 2）、その関係で今回ファシリテー
タとして進行、取りまとめを務めさせていただきます。
昨令和 2（2020）年度の調査プロジェクトにつきましては、先ほど石渡さんから御紹介いただ 
きましたとおり、かなり体系的に論点の抽出などがなされているかと思います（スライド 3）。
今回のシンポジウムの趣旨は、ゲノム編集技術の応用や社会実装が進みつつある中で、どの
ような課題が最前線で生まれつつあるのか、また今後予想されるのかについて、それぞれの分
野の第一線に立っておられる先生方に御報告いただきます（スライド 4）。その中で次の二つ
が課題となっております。一つは、社会導入を進める過程で生まれつつある課題です。これに
ついては後で御報告がありますが、人材育成、知財の問題、あるいはパイプライン、ビジネス
モデルを始めとしてどんな課題が生じつつあるのかということです。もう一つは、非常に応用
領域が広いことから、どのような課題が生じているのかということです。
今回は新しい課題の掘り起こしを行うことに主眼を置いており、合意形成や提言を作ること
を目的にはしておりません。今後の課題とともに、検討すべき対策、あるいは日本の強みや弱 
み、想定していなかったような課題、意図せざる結果などが生まれてきたのかもしれません。
そのようなことについても自由に御紹介いただければと思います。
まず、簡単に背景を申し上げます（スライド 5）。令和元（2019）年 6月にバイオ戦略が久
しぶりに改定されました。バイオテクノロジーがゲノム編集技術や合成生物学の発展に伴って
様々な分野で革命を引き起こしつつある、つまり全産業がバイオ化する情勢にあります。その
中で、日本として令和 12（2030）年に世界最先端のバイオエコノミー社会を実現することを
目標に掲げ、四つの社会像と九つの市場領域を描いています。
そういった産業化に伴っていろいろな課題が顕在化してきます。これまでの遺伝子組換えで
は国内産業は実際には生まれませんでしたので、非常に限られた問題、側面だけを議論してい
たかと思います。しかし、ゲノム編集技術に関しては国内の産業化が進展してくることから、
サプライチェーンの問題、資金の問題、人材育成、知財、規制、あるいは連携の問題が生じつ
つあります（スライド 6）。この辺りは江面先生、山本先生、三成先生から御講演いただける
ものと思っています。
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また、応用領域も幅広く展開しています。スライド 7には主に開放系での応用可能性の急
拡大を示していますが、それに伴って反動も生じつつあります。この点に関して藤木先生にジー
ンドライブなどのことをお話しいただきます。
科学技術が社会や環境の変化と相互影響しあう時代に入りつつあります。その三つが相互作
用しながら、新しい将来を見通すことが難しい時代に今我々は差し掛かりつつあると言われて
います（スライド 8）。これを人新世（ひとしんせい、じんしんせい）と呼ぶ方もおられます。
つまり、過去の基準（常識）に準拠できない時代、いわば不定性にどう向き合うかが、我々に
課せられている課題です（スライド 9）。
科学の不定性が、これまで科学技術社会論の中でもかなり議論されてきました。発生確率に
対する知識が不足しているとか、結果に関する知識・解釈が非常に曖昧だったり、分からな 
かったりするといった課題にどう対処していけるか。そのためには、スライド 10で黄色の 
マーカーで示しているように、例えば、参加型熟議を行う、無知の領域では「ホライゾン・ス
キャニング」や「順応的ガバナンス」ということが展望されています。本シンポジウムも、こ
うした不定性に向き合うための議論の場として位置付けることができるのではないかと考えて
おります。
令和 2（2020）年度の調査報告書のレポートの最後の方で岸本先生がまとめていらっしゃる
章に、英国などではこういった新たな領域に対して柔軟なガバナンスを進めていくための一つ
のアイデアとして、「アジャイル・ガバナンス」の提案もなされていると伺っています（スラ
イド 11）。例えば、英国政府は、複数の規制当局から構成されるバーチャルな規制ホライゾン
委員会を設置して、様々な分野の応用可能性のある技術に対するワンストップサービスとして
規制側がコンサルテーションを行うということも検討されています。
以上のような問題意識の下に本シンポジウムを構成しております（スライド 12）。社会導入

の最前線で三つの分野、農林水産・食品分野と工業・物質生産分野、健康・医療分野それぞれ
で江面先生、山本先生、三成先生に御報告いただきます。また、新たな応用領域として藤木先
生。これら全てに横断的に関わる知財の問題を、橋本先生に御報告いただきます。さらに、令
和 2（2020）年度の調査報告書の取りまとめにも関わられた中村先生に、改めて多角的視点か
らコメントをいただきます。
そして、最後のパネルディスカッション・質疑応答で議論いただきたい論点を三つ、私から
提示させていただきます（スライド 13）。今後、重要となる課題は何なのか。イシューやタス
クは何なのか。また、それに応じて検討すべき対策（政策、プログラムや事業、市民との対話
のような活動）にどのようなことがあるのか。その他、日本の強みや弱み、意図せざる結果、
新しく常識が生まれつつあるのではないか、価値の転換が進みつつあるのではないかというこ
とをお話しいただくことにしております。
以上、簡単ではありますが、私からの問題提起とさせていただきます。

（たちかわ　まさし）
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